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はじめに 

このたびは HP のポケットメディアドライブをお買い上げいた
だき、誠にありがとうございます。本製品は、デジタルの写
真、音楽、ビデオ、その他の重要なメディアファイルをすばや
く簡単に保存し、転送できるように設計された、大容量の
外部ハードディスクドライブです。 

HP ポケットメディアドライブは、ほとんどのコンピュータの前
面または背面にある USB 3.0 または USB 2.0 のコネクタで
簡単に接続、取り外しができます。 

HP ポケットメディアドライブには、ほとんどの Microsoft® 
Windows™のオペレーションシステムと互換性のあるバック
アップソフトウェアが付属しています (限定モデルのみ)。 

安全に使用するために 

HP ポケットメディアドライブは、定置型の装置として使用す
るように設計されています。ハードウェアの損傷やデータ損
失を避けるために、ドライブを慎重に取り扱うことは非常に
重要です。HP ポケットメディアドライブを設置、使用、また
は移動する前に、次の注意事項をお読みください。 

HP ポケットメディアドライブの取り扱い方 

 

警告：HP ポケットメディアドライブの取り扱いに関す

る警告事項を次に記します。 

 

 ハードウェアの損傷やデータ損失を避けるために、作動
中のドライブは動かさないでください。ドライバは、正しく
接続を切って、オペレーションシステムを介して電源を
「オフ」にした場合にのみ、安全に動かすことができます。 

 ドライバを USB ポートに接続したままでコンピュータを移
動しないでください。 

 ドライブの落下など、正しくない取り扱いをした場合は、
データ損失が生じて、しかも保証の対象にはならない可
能性があります。 

 ドライブのケースは開かないでください。この行為は保証
の対象外です。 

 倒れて損傷する場合があるため、ドライブの側面を下に
して立たせないでください。 

 オペレーションシステムを介して正しくドライブの接続を
切らない限り、ケーブルまたは電源コードを取り外さない
でください。 

 液体や飲み物をドライブにかけないでください。液体によ
り内部の電気系統が損傷する可能性があります。 

 ドライブの作動中は、ドライブ本体周囲のエアフローを妨げな
いでください。 

 ドライブが過熱して損傷するおそれがあるため、ドライブの上
には何も置かないでください。 

製品内容 

HP ポケットメディアドライブのコンポーネントは以下の通りです。 

A) HP ポケットメディアドライブ  
B) 0.5m USB 3.0 ケーブル  
C) クイック設定説明書  
限定品質保証とサポートガイド (非表示) 
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HP ポケットメディアドライブの特徴 

 

警告：ハードウェアの損傷とデータ損失を避けるため

に、HP ポケットメディアドライブをインストールまたは使

用する前に、この資料の初めにある「安全な取り扱い

方の情報」を必ずお読みください。 
 

HP ポケットメディアドライブは、デジタルの音楽、写真、ビデ
オ、録画 TV、ゲーム、その他の大量なデータファイルをすば
やく簡単に保存できる、携帯可能な外部ハードディスクド
ライブです。 

HP ポケットメディアドライブには次のような特徴があります。 

ほとんどのコンピュータで
プラグアンドプレイ設定
が可能 

USB (3.0 または 2.0) の使用によ
る電源供給とデータの高速転送 

大記憶容量 大記憶容量により、デジタルカメ
ラ、デジタルビデオカメラおよび
MP3 プレーヤーからのファイルを
簡単に保存可能 

HP SureStore™ バック
アップソフトウェア 

デジタルの音楽、写真、ビデオ、
録画 TV、ゲーム、その他のデータ
ファイルをすばやく簡単にバックアッ
プ 

互換性 ほとんどのデスクトップ、ノート型
PC とそのプラグ・アンド・プレイ用
ポートに対応し、PC 間での簡単
なファイル共有が可能 

コンパクトな設計 軽量で小型のドライブ 

ウォームスワップ可能な
便利さ 

ドライブの接続取り外し時に PC
の電源の「オフ」化が不必要 

フォーマット済み NTFS フォーマット済み 
 

注意：ドライブを取り外すには、3 ページの「ドライブを安全
に取り外す」をご覧ください。 

 

注意：ドライブのドライブ容量は、資料の記載よりもわずか
に少ない量で表示されます。これは正常です。 

必要なシステム 

システムの 小要件は次のとおりです。 

 Windows XP、Vista、または Windows 7 

 利用可能な USB ポート 

HP ポケットメディアドライブの使用方法 

ドライブはほとんどのコンピュータで外部ドライブとして作動するよ
うに設計されています。HP ポケットメディアドライブを使用するに
は、付属の USB ケーブルを利用してご使用のコンピュータにドラ
イブを接続するだけです。  

ドライブのインジケータとコネクタ 

注意：コンピュータが HP ポケットメディアドライブを認識するのに
数秒かかる場合があります。 

HP ポケット･メディア･ドライバには LED インジケータと USB コネ
クタが装備されています。 

 

 A:電源/ドライブ動作 LED インジケータ 

 B:USB 3.0 Micro-B コネクタ 

USB 3.0 インターフェース 

USB 3.0 インターフェースは 大データ転送速度 5 Gb/秒をサ
ポート可能です。USB 3.0 にはさらに、USB 2.0 (480 Mb/秒) 
および USB 1.1 (12 Mb/秒) インターフェースとの下位互換性
があります。  

ドライバとコンピュータの接続 

HP ポケットメディアドライブはほとんどのコンピュータで、USB ケ
ーブルで接続する外部ハードディスクドライブとして作動するよう
に設計されています。 

ドライブを接続する方法 

1 コンピュータの電源をオンにします。 

2 USB ケーブルの四角の方の先端 (C) を、コンピュータの利用
可能な USB ポートに接続します。USB ケーブルの小さく平
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らな方の先端 (D) をドライブの背面にある USB コネクタ
に接続します。 

 

ドライブの検出 

ドライブを USB コネクタに接続すると、オペレーションシステ
ムが自動的にハードディスクドライブ文字をドライバに割り
当てます。割り当てられる文字は、コンピュータに接続して
いる他のストレージデバイスによって異なります。 

このドライブのデフォルトのボリュームラベルは、HP Pocket 
Media Drive です。ドライブ名を変更するには、コンピュー
タの画面でドライブを右クリックして [名前の変更] を選択し、
新しい名前を入力します。2 台以上の HP ポケットメディア
ドライブをご使用の場合には、新しいドライブの名前を変
更するようお勧めします。 

HP ポケットメディアドライブを位置付けするには、
Windows の [スタート] ボタン  をクリックして [コンピュータ] 
をクリックし、内部および外部ドライブすべての一覧を表示
します。Windows XP の場合は、[マイコンピュータ] を開き
ます。 

ドライブ接続の安全な解除 

注意：ハードウェアの損傷およびデータ損失を避けるため

に、データの保存や転送を実行していないときは、HP ポケッ

トメディアドライブをいつも安全に解除しておく必要がありま

す。 
 

1 デスクトップ画面の右下にあるシステム
トレイで [ハードウェアの安全な取り外
し] アイコンをダブルクリックします。
[ハードウェアの安全な取り外し] ウィンドウが開き
ます。 

 

注意：コンピュータによってはこれを、[ハードウェアの取り外し] 
または [ハードウェアの取り出し] アイコンと表示する場合があ
ります。 

2 [USB 大容量記憶装置] をダブルクリックします。コンピュータ
によっては別の名前の場合があります。 

 

注意：[USB 大容量記憶装置] が 2 つ表示される場合があ
ります。1 つは、メモリカードリーダーまたは別の大容量ストレ
ージドライブを含む場合があります。このドライブの「HP 
Pocket Media Drive」というラベルを探してください。 

3 デバイスを選択して [OK] をクリックします。[ハードウェアを安
全に取り外し可能] のメッセージがデスクトップ右下のシステ
ムトレイに表示され、デバイスの接続を取り外しても安全だと
いうことがわかります。 

4 コンピュータからドライブを取り外します。 
 

注意：コンピュータがドライブの安全な取り外しを許可しない場
合は、すべてのアプリケーションとドキュメントを閉じて、ドライブの
取り外しをもう 1 度試みる必要があります。 
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Windows でのドライブのフォーマッ
ト 

 
注意：ハードディスクドライブを再フォーマットすると、ドラ

イブのすべてのデータが失われます。保持したいデータが

あれば、ディスクドライブを再フォーマットする前にデータ

をバックアップしてください。ドライブを再フォーマットした場

合、格納された HP SureStore バックアップソフトウェア

も失われます。代替のコピーを入手するには、

www.hp.com/support.にアクセスしてください。 
 

HP ポケットメディアドライブは、工場出荷時には NTFS ファ
イルシステムにフォーマットされています。このファイルシステ
ムは 4GB 以上の大きなメディアファイルをサポートしていま
す。 

一部のコンピュータでは、FAT32 ファイルシステムを使用し
てコンピュータ上のファイルを編成しています。このシステム
は Windows XP がサポートしています。 

FAT32 では、1 つのファイルで可能な 大サイズは 4GB
です。これは、バックアップファイルを作成する時に問題とな
る可能性があります。このディスクドライブを FAT32 を必要
とするコンピュータで使用する場合には、ドライブを再フォー
マットする必要があります。 

コンピュータの OS を Windows Me から Windows XP に
アップグレードした場合、コンピュータは自動的に NTFS を
使用するように再フォーマットされます。 

FAT32 ファイルシステムによるドライブの再フ
ォーマット 

オペレーションシステムが Windows Me のような古いバー
ジョンの場合、HP ポケットメディアドライブを FAT32 ファイ
ルシステム用に再フォーマットする必要がある場合がありま
す。 

いくつかの古い BIOS バージョンでは、4GB～16GB のパー
ティションしかサポートしていません。ディスクドライブをパーテ
ィション化しない場合は、BIOS のメーカーの Web サイトで
BIOS のアップデートをダウンロードします。 

Windows Me システムでディスクドライブを FAT32 用に
再フォーマットする方法 

1 HP ポケットメディアドライブがコンピュータ
に接続していないことを確認します。 

2 タスクバーで [スタート] をクリックします。 

3 [設定] を選択して [コントロールパネル] をクリックします。 

4 [システム] をダブルクリックします。 

5 [デバイスマネージャ] タブをクリックします。 

6 [ディスクドライブ] をダブルクリックし、システムに接続している
ドライブのリストを開きます。 

7 リストにあるドライブを書き留めておけば、新しいドライブが表
示された時に正しく識別できます。 

8 [システムパネル] ウィンドウおよび [コントロールパネル] ウィン
ドウを閉じます。 

9 HP ポケットメディアドライブをコンピュータに接続します。3 ペ
ージの「ドライブとコンピュータの接続」を参照してください。 

10 タスクバーで [スタート] をクリックします。�  

11 [設定] を選択し、[コントロールパネル] をクリックします。 

12 [システム] をダブルクリックします。 

13 [デバイスマネージャ] タブをクリックします。 

14 [ディスクドライブ] をダブルクリックし、システムに接続している
ドライブのリストを開きます。 

15 [ディスクドライブ] リストから、[新しいドライブ] を選択します。
新しいドライブは以前のステップ 6 のリストにはなかったドライ
ブです。 

16 [プロパティ] をクリックします。 

17 [設定] タブをクリックします。 

18 [取り外し可能] チェックボックスがオンになっていることを確認
します。  

19 [OK] をクリックします。 

20 [閉じる] をクリックします。 

21 システムを再起動します。 

HP ポケットメディアドライブをフォーマットする方法 

1 [マイコンピュータ] のアイコンをダブルクリックし
ます。 

2 [取り外し可能なディスク] アイコンをクリックしま
す。ディスクドライブをフォーマットするかどうか
を尋ねるメッセージが表示されます。 

3 [はい] をクリックします。 

4 フォーマットタイプエリアの [フォーマット] ウィンドウで [完全] を
クリックします。今回は希望するなら、ディスクドライブにラベル
を入力することもできます。 

5 [開始] をクリックします。 

6 [OK] をクリックします。フォーマットには 60 分以上かかる場
合があります。操作中はドライブを取り外さないでください。 

7 フォーマットが完了したら、[閉じる] をクリックして [OK] をクリ
ックします。 
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HP ポケットメディアドライブの使用 

1 度インストールすると、他のドライブと同様に HP ポケット
メディアドライブをコンピュータで使用することができます。1
つのドライブから別のドライブにファイルまたはフォルダを移動、
またはコピーすることができます。この大容量ドライブにより、
ビデオクリップ、デジタル画像などの大きなメディアファイルや、
ハードディスクドライブのバックアップファイルを保存することが
できます。 

HP SureStore バックアップソフトウェアにつ
いて 

 ソフトウェアをインストールする必要はありません。HP 
SureStore は HP ポケットメディアドライブから直接作

動します。  
 デジタルの音楽、写真、ビデオ、録画したテレビ、ゲー

ム、その他のデータファイルを簡単にバックアップします。 

 任意の、またはすべてのバックアップファイルを簡単に保

存します。 

 コンピュータが 5 分間作動していない時はいつでも、

変更内容を自動的にバックアップします。 

 複数のコンピュータのバックアップ用として使用できます。 

手動による別のコンピュータへのファイル転送 

写真、音楽または自作のビデオのような個人的なファイル
だけでなく、お使いのコンピュータのルックとフィールも含めた
コンピュータのプロフィール情報を転送できます。 

ファイルを手動で転送する方法 

1 ドライブをコンピュータに接続します。 

2 ファイルを選択して、コンピュータウィンドウの HP ポケット
メディアドライブにドラッグアンドドロップします。 

3 ドライブを取り外して、別のコンピュータに接続します。 

4 ファイルを選択し、新しいコンピュータのハードディスクドラ
イブにドラッグアンドドロップします。 

 

ゲームのプレイ 

CD-ROM ゲームは一般的にハードディスクドライブにインス
トールした方が、CD 上で操作するよりも早く操作できます。
HP ポケットメディアドライブに CD-ROM ゲームを保存して
ゲームを楽しむことができます。 

トラブルシューティング 

Microsoft のアップデート 

ドライブ上の問題をトラブルシューティングする前に、コンピュータ
の Microsoft オペレーションシステムサービスパック、およびイン
ストール済みの他の Windows のアップデートが 新であるかを
確認してください。これらのサービスパックは、バグを取り除き、ド
ライバを追加し、さらにシステムのセキュリティに関する特徴を向
上させることを目的としています。サービスパックのインストール方
法および Windows システムのアップデートの詳細については、
http://support.microsoft.com を参照してください。インタ
ーネットアクセスをお持ちでない場合、これらのシステム拡張に
関する情報については、Microsoft カスタマーサービスにお問い
合わせください。 

ドライブがコンピュータで表示されない 

次の解決策を順を追ってお試しください。 

1 ドライブがオンになっているか確認してください。
ドライブ前面にある電源 LED が点灯していなけれ
ばなりません。 

2 USB ケーブルがドライブおよびコンピュータの USB コネクタに
正しくしっかり接続されていることを確認します。 

3 コンピュータの電源をオンにした状態で、USB ケーブルを取り
外します。10 秒間待ってから、USB ケーブルをもう 1 度接
続します。 

4 使用している USB ポートをコンピュータが認識しているかどう
か、[デバイスマネージャ] ウィンドウで確認します。詳細につい
ては、コンピュータの付属資料を参照してください。 

USB 3.0 アダプタカードでデータ転送率が遅く感じる 

HP ポケットメディアドライブは、ホストアダプタカードの許容限度 
( 大転送速度 5 Gs/秒) と同等の速度で作動します。パフォ
ーマンスに問題がある場合、USB 3.0 カードドライバが 新のバ
ージョンであり、正しくインストールされていることを確認してくださ
い。 

HP SureStore バックアップソフトウェアが作動しない 

ドライブにある『HP SureStore バックアップソフトウェア ユーザー
マニュアル』を参照してください。 

Write Cache Enable (書き込みキャッシュ有効) 
を有効にできない 

データ保護のため、HP ポケットメディアドライブでは Write 
Cache Enable がオフになっています。詳細については、以下を
参照してください。 
http://www.hp.com/support 
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ソフトウェアをインストールするための管理者権限 

お使いのオペレーションシステムによっては、ソフトウェアをイ
ンストールするために管理者としてログオンする必要があり
ます。Windows のヘルプファイルまたはコンピュータの付属
資料を参照してください。 

ヘルプ 

ドライブ、その設置、およびソフトウェアについてさらにヘルプ
を得るには、以下のいずれかの方法で連絡してください。 

HP Customer Care Web support 
HP ポケットメディアドライブの 新のアップデートと情報につ
いては、以下にアクセスしてください。 
http://www.hp.com/support 

その他のサポート 
テクニカルサポートナンバーおよび保証情報の詳細について
は、ドライブに付属する『Limited Warranty and 
Support Guide (限定保証およびサポートガイド)』を参照
してください。 
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HP ポケットメディアドライブ仕様 

分類 仕様 

対応するオペレーショ
ンシステム 

Windows XP、Vista および
Windows 7 

USB 規格 USB 3.0  

記憶容量 モデルにより異なる 

主な特徴  ウォームスワップ可能 

 超高速 USB 3.0 データ転送 

 電源/ドライブ有効 LED インジケ
ータ 

 HP SureStore バックアップソフト
ウェア  

回転数 5,400 RPM 

データ転送速度 USB 3.0 = 大 5 Gb/秒 

サイズ/重量 

 

注意：  

a.HDD 含む 

b. 1:ブラウンボックス 

c. 2:小売用ボックス 

長さ：135 mm 

幅：80 mm 

高さ：16.5 mm 

本体重量 0.2kg 

総重量(0.34kg)1
 

総重量(0.43kg)2
 

電源要件 入力電源：5VDC ±5% 

稼動アンペア： 
<0.6A 

起動アンペア：1A 

動作時温度 +5º ～ +35º C 

非動作時温度 –30º ～ +80º C 
 

FCC 規制および安全性に関する情報 (米国の
み) 
連邦通信委員会 (FCC) による無線周波数干渉に関する声
明: 

本装置は FCC 規則の Part 15 に従ってテストされ、クラス B デジタ

ル装置の制限に適合しています。これらの制限は、住宅での設置に

おける有害な干渉に対して適正な保護を与えることを目的としていま

す。本装置は無線周波数を生成、使用し、放射することが可能であ

り、指示に従って設置、使用しない場合、無線通信に有害な干渉

が発生する可能性があります。ただし、特定の設置で干渉が発生し

ないという保証はありません。本装置が無線やテレビの受信に有害な

干渉を生じない場合には (装置の電源を切ってから入れることで判

別することが可能)、ユーザーは以下の措置のいずれか、またはすべて

により干渉を是正することが推奨されています。 

 受信アンテナの方向または位置を変えます。 

 装置と受信器の距離を離します。 

 受信器とは異なる回路のコンセントに装置を接続します。 

 販売店または無線/テレビのサービス担当者に相談し、サポートを

求めます。 

ヒューレット・パッカードの周辺 RFI および放射イミュニティテストは、本

システムの同梱品と同じ HP のコンピュータと HP の遮蔽ケーブルを

使用して実施されています。ヒューレット・パッカードが明示的に承認し

ていない変更や改修を行った場合、ユーザーが本装置を操作する権

限が無効になる場合があります。FCC クラス B コンピューティングデバ

イスの制限に適合するため、遮蔽した信号ケーブルと本装置に付属

した電源コードを必ず使用してください。 
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DOC 声明 (カナダのみ) 
このクラス B デジタル装置はカナダの ICES-003 に適合し
ています。 

欧州連合における個人家庭での廃棄装置
の処分 (欧州連合のみ) 
製品またはパッケージ上に表示されるこの記
号は、本製品をその他の家庭廃棄物と一
緒に廃棄してはならないことを示しています。
廃棄した電気および電子装置を、リサイクル
のために指定された収集場所に引き渡して
処分することはお客様の責任です。廃棄す
る時点で廃棄装置を分別収集してリサイクルすることによ
り、天然資源を保存し、人々の健康と環境を保護するよ
うな仕方でリサイクルすることができます。リサイクルのために
廃棄装置を廃棄できる場所の詳細については、地域の自
治体の役所、家庭廃棄物処理サービス、または製品を購
入した販売店にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

497452-293 

EMI 声明 (欧州連合のみ) 
これはクラス B 製品です。本製品は家庭環境で無線干渉を
発生させる可能性があり、その場合ユーザーは十分な対応措
置をとる必要があります。 

RoHS 声明 (中国のみ) 
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